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今年も去る５Ｈ円日出. 2OS(0)<7)両日．北海道難哨センター

において、全国膠原療友の会北海道支部矛17回支部総会と医療

相談会が行なわれましμ．

　

最初に､(財図海道難柄連専務理事剛尹藤μてお氏よりご挟拶

があり、最近の福祉や悉看・障害者のおかれている現状につい

ての貴重なお話と励ましのお言葉を頂戴しました．

　

支部総会は26名(ｱ)参加で、運営委員の大沢ス子さんの議長で

例年とヽおり議事が進力られましへ平成元年度活動報告でμ、

機関紙についてもう少し医療講演会の内容を掲載するなど内容

の充実を図ってほしい、友(刀会のＰＲ不足を解消するｸ)に役立

てては、なとyの要望や意見が出ざわ１し八．そ(7･棟．沃算報歎

会計監査報告がなさ札引き就いて平成２年度活動方針ぐ案)､予

算(剰.役員渫)が｀出丿札順に袱討、承認されまし八．

　

活動方針(豹の中で､資金活動(ﾌ)うちc7･協力会員の拡大につい

て、その重要性を説明しマ協力を強く訴えＪし乙また顧問く7)

先生からも友(7腫ヽにっいマ説明ずる則こ簡岸なパソフレ､ヅトが

欲いヽとの要望があっμことを説明し八よでパ０番目にしかﾉ

帽乍成がっけ力政られまし八．

　

役員(案)の中では、監査を２名にしたほうが良いビ思久難病

連役員のうち｢支都担当」匹ヽう役割でロ分りづらいの乙乙

うヅしかノやすい説明がほしい、ｙと･の意見が出寸れまし削

　

そ剛也の議案として、今年の卸北海道難病連の定期総会でヽ沃

議され八「難病センターの増栗を稚進する特別決議」を読みエ

げで、理解を求めまし乙

　

ま八会員数が増え地区連絡会も出釆て、会が大さくなってｊ
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たことや、本来の友(;肖会び･目的をうμ・たも､乃がないなどのこ

とから、友の会会則が必要との意見が運営奇策の中から出され

それについて意見を求めまし几そ(7･結果、必要との意見が多

く．永年ﾉ裏の総会までに原案をつくり検討ずることとなりまし

べそして最後に新役員叫

　

医療相談会は会員26名、家族１名の参加で．５つ(7)ブルーフ

に分科マ質疑応答が行なわれまし八．講師には乳ほL大病%(J)今

井浩三光生、市立乳幌病院の河野通史先生、北大病院叫左川昭

先生．勤医協丘珠病限の田村裕昭先生、松田整形外科病院の増

田武心先生にお願いしまし7≒それぞれ熱心に、丁寧に分･ﾉや

すく、そして時にμユーモアを交えて答えマ下さっていましμ．

　

今回のような本絡的な医療相談会μ初約ての試みであり、ゴ

つ八く予偲がつかす、不変と期抒くZ･いりまじっ八推稚な児いで

し八が、終わ．てみマ参刀口蕭ヵ、らはブＪ八景非このような｀形の

相談会をやっマほしい」「少人数で質問がしやすかっ八」などの

声が多く聞ヵ平Ｊし≒この貢重な体験をもとにオ２回、オ

３回と開催でさるように努力しマいさ八いと思いま呪

　

こうし了無事に終了し八２日間の感荷を、参加した会員作皆

グんに書いマもらいまし乙その感想ズを見ろ限りでは、きっ

と「ま八参加してみよう」という気持ちで帰路に看い穴方ふ多

かっ穴と思い達見どうぞその気持ちが来年まで釈さますよ'う

に祈りながら．報告を終わりま見

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(小寺記)
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平成元年度活動報告

４月

日日

　

役員会

【2日

　

剽回事業賓金委員会

i5日

　

浅員会

澗)９・ｕコｎヽ

JO日

旧日

４役員会

オ2回生活刻陳査委員会

二⊇
(皿)

お総鏃ぷ雛響|

祁

詔ドｓ爽昔話銑
オ）

９已

　

オギフ回理事会

２旧

　

役員会

26日

　

オ2回事茉贋金委員会

～３

７月

８日

　

剽回運宮委員会

10日

　

いちばんばしNO刀ｏ麦猿

22日

　

オ貼回理事蚕役員会

25日

　

ｵ3回生活笑懇調査委員会

８貝

５ａ

　

全道凍会汚更）

６已

）

　

冷科釘卵膜演火47名）

吊目

　

探員会

23日

　

ｵ1回手引き劃抑㈲1頓会

26日

　

オ２回運営養員会

29日「浙で生昂ぞ瓦

　　　　　　　　

デ七行進参加

３旧

　

暮幌市要望亮談会

　

。
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10F!

８ａ　ＪＰＣ際会請願

　　　　　　

全国街頭署名行動

13日

　

搾員会

|斗日

　

い相乱はVHo.7＼発送

16日

　

役員会

１月

川日

12日
）梵皆皆４

15日

　

擢貝会

18日

　

オ４回運営委員会

j8aｵ2回召降靫侑俸訟

２旧

　

オ３回運営委員会

|ﾜ日

　

オ3回早早資金委員会

　　　　

鴻回八か抑萍11会）

2朗

　

升羽回理事会

23日

　

オ徊生活笑痢無類会

2ﾜ日

　

オ６回運営委員会

ヽ-,1ヽ-

-(乙)-

日日

　

オ５回運営委員会

２月

16回

　

役員会

17日

　

いちはんぼし砥72発送

　　　

オワ回運営委員会

23日前肪帰-ﾊﾞや哭行頓会

３月

難椙)緊乱丿や
口已

　

オ８回運営養員会

20日

　

役員会

　　　　　

（
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平成元年度の活動をふりかえって

（１）はじめに

　

４月２１日、２２日の両日、北海道難病センターにおいて、北海道難病連

の19 90年度総会が行なわれました。その活動報告の中で、次のような報

告がありました。

　

『各団体の役員は自らの闘病と生活の諸問題に加え、所属する団体の地域、

北海道、全国の活動、さらに道難病連の活動、その支部の活動と、多くの課

題があります。しかし、私たちの存在と役割や、その成果と経験、私たちを

必要とする人たちのことを考える時。しっかりと手をつなぎながらｊ少しず

つでも課題と目標に向かって。前進を続けるしかないのではないでしょうか。

そのためには、全ての団体、会員の相互の暖かい理解と信頼、患者会活動の

原点の再確認と、一人ひとりの要求が何よりも大切にされなければなりませ

ん。（中略）私たちはもはや、道民の医療と福祉の向上のために、今、悩み、

苦しんでいる患者・家族のためにもなくてはならない組織、運動として定着

したと考えるべきだと思います。』

　

これは決して北海道難病連としての活動だけをいっているのではなく、私

たち友の会としても、あてはまるものがあるのではないでしょうか。

　

音更町での第１６回難病患者・障害者と家族の全道集会では、弱者が何か

ことを起こそうとするとき、一人でも多くの仲間を集め、手をつなぐことの

大切さを今さらながら実感しました。

そしてＪＲ、航空運賃などの内部障害者への割引き制度適用拡大の実現は、

長い間の関係団体の努力の成果であり、患者会活動とは、何ごともあきらめ

ずに粘り強く継続していくことの大切さを、つくづく感じました。

　

膠原病友の会の本部と支部という縦の関係のほかに、さまざまな病気や障

害の違う人達が集まって組織されている北海道難病連という横の関係として

の活動は、ますます増えてくることが予想されます。またそれが重要になっ

てきていることも事実です。

　

全国膠原病友の会北海道支部（膠原病部会）は、今年で１８年目を迎え、

会員数は２５５名になります。そして函館、旭川、帯広、北見、釧路、名寄、

札幌と仝道に７地区連絡会をもち、それぞれの地区独自で定例会や医療講演

会そしてミニ便りの発行なども行なわれるようになってきています。そんな

中でますます複雑化する社会情勢に対応し、患者の悩みや問題に十分に応え

弓



ていくことが、重要な課題となってきています。ともすれば患者会活動の原

点を見失い、違った方向へ進む結果ともなりかねません。そこで役員をはじ

めとして会員一人ひとりが、「なぜ私たちの先輩が患者会をつくらなければ

ならなかったのか」を、もう一度考えてみる必要があるのではないでしよ之

か

（２）医療講演会・相談会

FI催日

聞T匯

場所 テ　ー　マ 講　師　名

苓FZjU

人数

F成元年

）月１８日

札幌

r膠厘原の合併症と

　　　治療の最新情報｣

｢膠原病にみられる骨粗

　髭症と大腿骨顔壊死｣

北大病院第２内科

　　佐川　　昭先生

松田整形外科病院

　　増田　武志先生

８７才

３月６日 音更 「膠原病の最新情報」 勤医協中央病院内科

　　中井　秀紀先生

４７孚

　

昨年は支部総会の時と、音更での全道集会の分科会として行なった時の２

回の開催七した。ともに一般の参加を含め８７名、４７名と病気に対する関

心の深さを感じます。

　

中井先生の講演の資料の最後に、病気をもった人の心構えについて書かれ

ています。『現実をしっかりと見つめ、今以上に病気を悪化させないよう努

力すること、そして病気を背負いながらも有意義な人生をどう生きるかを考

えることです。』そして『前向きな姿勢で人生を生きるためには、家族はも。

ちろん。自分の周りの人の援助と交流が必要です。その中には、同じ病気の

仲間との出会いや友好関係の維持も入ると思います。そんな意味からも患者

会（友の会）の存在は。大変大きいと思っています。』と結んでいます。ま

さに患者会活動の原点がここにもあると思います。

^ヽ-６



（３）財政活動

昭和６３年度還元金 平成元年度還元金p□411りこ）千万とJi!ノしＭ己 T偶九千民屋九宙

l営協力会

i金箱

　　お正月飾り

ll　花火

l，ビール券

反　乾パン・シャンプー－その他

tl　雑貨

６８，５００円

　6, 878円

33. 24 5円

29, 480円

　4.2 50円

27. 140円

　3,6 20円

７１，０００Ｆ

　2, 944P:

３３，３６１Ｆ

30, 5 30F

13, 700P:

3 2. 222F

　1 , 008F^

合　　　　　　　　計 17 3, 113円 184, 76 5F

□□

販

売

　

上記のほかの還元金として、寄付金22, 793円、全道集会協賛広告

28. 200円、贈答館（お歳暮など) 930円、フランスペット展示会

27. 859円、などをふくめ、総計が264. 547円となっています。

　

ビール券と乾パンやシャンプーなどの売り上げは、若干の増観となってい

ますが、それ以外はほとんど横ばいか減少傾向にあります。また将来にわた

って安定した財源となるはずの運営協力会の伸び悩みが、気になるところで

す。総計では私たちの活動を支える重要な資金源となってはいますが、取り

組む役員や会員の固定化の傾向がいっそう進み、このままでは安定した財政

活動とはいえません。一人ひとりの会員が取り組むことのできる活動として、

また友の会や難病連の存在を知らせる手段として、会員の皆さんのなおいっ

そうのご協力をお願いします。

（４〉機関紙について

　　　

平成元年

　　

５月１０日

　　　　　　　　　

７月１０日

　　　　　　　　

１０月１０日

　　　

平成２年

　　

２月１０日

NO, 6 9

NO. 70 {全道集会臨時号）

Ｎ０，７１

Ｎ０，７２

予定していた１２月１０日号は、発行できませんでした。

また２回行なった医療講演会の内容を、掲載することができませんでした。

本当に申し訳ありませんでした。

ヽフー､･



（５）国会請願署名と募金運動

請願署名数

募金額

還元金

昭和６２年度

２１

　

４

２２０名

２００円

２４０円

昭和６３年度

３４，

　

６，

３９３名

２４３円

８４８円

平成元年度

６

１

６

２

７４６名

０２２円

００４円

　

毎年、JPC <日本患者・家族団体協議会）が、全国の難病患者・障害者

とその家族が、安心して医療を受けられることを求めて、全国の仲間ととも

に取り組んでいるものです。昨年度の請願は、衆議院において全会派の賛成

で全項目が採択されました。難病連では、私たちの願いの実現に貴重な前進

の一歩であるとしています。

友の会としても、確実に成果を上げてきています。私たちの願いの実現に向

けて、これからもご協力をお願いします。

（６）生活実態調査委員会

　

北海道難病連が結成１５周年記念事業として行なっている第３回難病患者

生活実態調査は、北海道における難病対策、治療の歩みと患者・家族の実態、

患者・家族の希望や要望を把握し、さらに今後のよりよい難病対策のあり方、

進め方やより望ましい医療などについて考察することを、目的としています。

　

友の会では、この調査に補充調査を加えて、全道の会員と北大病院、勤医

協中央病院、市立札幌病院、札幌医大病院、北見赤十字病院にご協力をお願

いして、会員以外の膠原病患者にも配布しました。

　

アンケートの結果、内容等は、友の会結成２０周年を目標に膠原病患者の

ための手引書づくりの参考にしたいと考えています。

（７）運営委員会（活動報告を参照）

　　

昨年の総会でだされた、限られた役員だけでなく、他の運営委員の出席

を呼びかけるということで、７月８日より『運営委員会』として毎月第３土

曜日の午後１時３０分より（時間は変更あり）難病センターにて行なってい

ます。その他に、行事等にあわせてその都度役員会として集まりを開いてい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ー
ます。

８ヽ･



１名

１名

１名

１名

（８）会員の状況

会員数

（平成２年４月1

255名（男

１日現在）

２３名、女

　

２３２名）

多発性

　

筋炎
ﾀﾞ賢

SLE 強皮症

aU胃

筋炎

タフETJ:

　筋炎 ss

^5 J_, H

　ss
その他

疋挺

購頷

ﾘ罠市内

ｉ　　狩

ｔ　　志

！　　振

二　　川

？　　知

一　　勝

ﾋ見－網走

１　　路

ｉ　　島

ｌ　　由

１　　高

？　　萌

そ　　谷

４　　室

！　　外

４９

　４

　５

　５

２２

１０

１６

２１

　７

１３

　２

　１

　１

　１

　２

　４

７

４

１

１

４

２

２

６

１

１

４

１

１

１

１

３

１

１

１

１

２

２

１

１

９

１

３

３

１

２

１

１

２

１

１

１

４

１

１

１

２

２

１

１

２

１

ｙ　　計 １６３ ２９ ８ １３ ２１ ５ １３ ３

石
後
胆
上
空
十

釧
渡
桧
日
留
宗
根
道

＜その他の内訳＞

結節性動脈周囲炎・・・・‥・

強皮症一多発性筋炎一皮膚筋炎・

慢性関節リウマチ・・・・・・・

慢性関節リウマチ一皮膚筋炎－・

３名

３名

２名

１名

強皮症・多発性筋炎・

強皮症一皮膚筋炎－・

ＳＬＥ・皮膚筋炎・・

ＳＳ・橋本病・・・・

ヽ,９ﾍｰ



各地区の活動報告と方十

囮圓セ
く平成元年環

　

じ・４月２日

　

C＞6月舛日

●加藤禎子參こー｡｡＿ご=粛－､。ごﾆ硝。

波動報告〉

　

総会

　

寿司剛ヽ林（８名出席）

　

医専講演会

　　

日赤会議室（ﾜ2名出席）

　　

「膠原病と上手にっさあう八刈こ」種市幸二先生

l〉9月２､３日

　

、jヽがあい広場参刀1］、豹ﾄﾞ販孔　６Ｓ

　　　　　　　　　　　　　　　

（ボランティア2牟名出席）

t〉10月29日

l＞12剛６日

　

平成2年

l〉順28日

　

その杷に

交高

ふれあい広場反省会

　

喫茶店バンカム

　　　　　　　　　　　　　　

ぐ6名出席）

　

新年会及び総会

誕生刀－ドび)発送

寿司川淋

　

川名ぷ席）

〈平成２年度行事予定〉

r＞了削３日

　　

難病連北見支部結成大会出席

C・7月８日　　医療講演会（遠軽の予足）

じ’９月1.20　ふれあい広場への参加

じ・｜月

　　　　

新年会

　

そ叫也としマ．誕生力一ド（ｱ･発送と．入院の方がいれ|群i

けゐ範囲の人μ．出釆ゐだけ見舞い（訪開）をしあいましよ

うと話しかいました．

～10～



國圓む ●i71r4n5ﾉﾄ夜子磯･･l'1111111餉||||||||1111餉ll司'‘""ldiら

　

３月．５月．日月にそれぞれ懇親会、それと９月にμ待望(7･

中井死生を囲んでヽ、医療相談会を開催１ることが出来ました．

こ岡也．８月難痛連発道集会へ・参加、ス．釧路支部のレクリ

ェーション参加、12月には忘耳会を行なバ1りど．振り返ご

みゐと、遊び好きの本背がでヽマさたのか、緬構仲間と顔を会わ

ゼ:る二とが出来た｜年だり１と思います．やはり中将死生が勒

医協釧路獅院哨方へ｜遇闇いらしマいる間を縫・マ行なった医

療相談会は、会員それぞれが大亨な私穫を得八のでヽμないかと

考えます．

　

よって釆年(回

盲うc7,が龍員一同(ｱ1期待マ･剽こ印吼野ﾀﾄﾏ哨レクリェーシ

ョン、保健婦さんを交えマ(ｱ､驚親会など･．遊び？の中からの実

践を目誦して活動しマ行きたいとズつて糾はす

囮河ｍ．
〈活動報告〉

・43 200

ｏ５則３日

ｏ６月|ワぽ

　　　

18日

ｏワ引9日

ｏ８月５日

　　　

６日

・９月20日

olO月31日

叫２剛ワ日

・藤原篤子･･臨｡,咎HNII1111融111111111-jきIElt,I自lll湘

役員会

例会・報告会

　

12名参加

　

－とごわ市民ﾎｰﾙｰ

支節総会一礼幌-(旭川より８名参加)

例会

　

６名参加

　　

－アゼ仙ｱｰ

全道集会

　

５名参加

例会

　

８名参刀口

観楓会

　

12名参加

　

一高砂温泉一

難病連だ川地区オ3回フリスマスハo-ティー
ヽ訓
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昨年．函館支部では都合がつかす集４りを符つごと.がでさ寸

淋しい一年で和ﾉました．計画は立てて払それを実行にうつ

１となゐとそれぞれの予定も和はlc7･で．最終的にμ人数不

足で中よにな．てしまいます．また．日曜以ﾀﾄは澪ﾀﾄに人数を

集めることがぷ来るのですけど･、私事丿士事をしている､ｱ･マ.‘そ

れもなかなか出来すにいます．仕筝をし乙ヽゐと.やっぱり日曜

ばゆ．くりと体を体め八いとｌｔヽ．ついっい会の方を御新沙汰

しマしまいＪす．

　

ですから今年こ利ま尊まりを荷ち、新しく入会やれ/ｌ方々の

顔合わせ石かねて．楽しい募まりの場を設けたいと思っマいま

溥．

囮涯匹
〈活動報告〉

　

じ・４月15日

C＞ワ月８ａ

l＞8月飴回

> 10 ni4B

　

岡２月９日

｢9卯年

　

> 2nna

ヌ　

オ１回地区例会

　

へ親睦と近況報告～

オ２回地区例会

　

～親睦と年問のあり万～

才３回地区例会

　　　　　

橡O　内μ

　　　　　　

誕生月祠

15名出ﾉ察（５Ｘコ）

i2名出序０名）

９名問字（３勧

　

～体掌談を例に意見の交袱･ヽ-･

オ斗回地区例会（祭9牡ｍ）j4名出ﾉ字（３別

　

～歴食を兼ねマ病状報告等～

オ5回血友病知会と合同忘年会20名出席（２別

才６回アヴプル会（茶話会）

　

９名出席回名）

　

～発送蓼ねて最1糾会.医療のあり方.今竣Ｑ方針～

１２



〈活動方針〉

　　

昨年度より札幌地区画浩動を再開しました。2ヶFIに一環

　

の集まり（ア､･､プル会と１糾誕生会を兼ねマ。と;･うにか苓標

　

の協力７ヽ憚事終える事が出来ました。有難うございまし乃。

　　

な払担当着の不慣れ、手さぐ川状轄でご迷惑を有力ヽけし、

　

反省もある事と思いま１が｡今年厚も更に会員同志の親睦を

　

深めながら、昨年茂実行出釆ﾌﾞ4ヽｶヽつﾌﾟｌ勉強会の方にも力を入

　

れたいと思っマいます。一人で石多くの参ｸﾛを願っマいます

　　

●勉強会

　

●アップル会の充実

　

●誕生カードの発送

㈲㈲箆区●山本和子べ=，一，・,--。－Ｊ，－。

〈平成元年度川古動報き〉

　

【〉ヰ月４日

　　

釈暴慢会合

　　

日名出席

　　　　　　　　

・伐pi選出

　

･雑病速全嵯集会協力

じ〉５引４日

E＞5月３旧

C〉8月 日
日
５
６

r＞旧月ａ日

お花見を兼ねマ親睦会川itil席於す払ん公園

・今年度活動内容徊邪話し冶い

帯広地区連絡会的代表として活躍ｊれた東享

んが急逝ぐわ、お通夜に会員参列、御冥福を

お祈り申しよげる。

難病漣全道入会に参加。穴浹勉強になりまし几

親睦套

　

51,出席

少人数でしたがそれぞれ悩み事を話レお互

いにいろいろ意見叉携が｀出来．肩意義でし几

ヌ

　

会員のお誘いについてもいろいゐ案が出

か
13～



>|2月Ｓ日

ひ３則吽日

忘年会の集い

　　

ワ名出席

好みの食事をしなヵ仙雅談を交し、

業しみ賑やかに親睦を深めましμ。

名増えまし≒

ゲームも

会員も３

　

・署名集め

　

・ごニ便りアンケート記入

年度禾会台

　　

10名出席

　

・ミニ狸り（あゆみ）完成配布

　

・新年度頴員選出

〈今年度活動予定〉

　　

・例年通り隔月毎に挙まりを持っようにレ親波を深め、

　　　

勉強の場もふやし八い。

　　

、誕生カード屍送予定

　　

・ミニ便り２引乍域｀一前年度のをエ台にもう少し内容を

　　　

深め。会員の参考にな肩

圃圃 箆区 ・藤田郁子ご＝＝こ爵こへ＝こ＝＝－一一俘Ｊ

　

５Åでスタートしμ名寄､か会ヽも．明ゐく衆しい笑顔のお茶飲

み会として、お互いに摩しい会作りと頑張･つマ政り了呪

　

昨年にr、仲間の死ｈヽう早く悲しい出席寿も和ﾉ、少々ショヽり

ク状態が瓶ｙ冬期間中伸明の入院、身体の不調等マ･淋しい思

いをしまし八．でぞﾉやっと春が訪れ、私達右又元気乙笑顔で

お茶を飲む磯会を増やして行こうと思ってい1-^.

　

今年はフドしﾀﾄの風に当几り花見会でうと．栞しみをふくら

ませておりま工田守寸んの積を引？継ざ、ｲ可も分からず八だ

足踏みをしマいる橘態マ･す慨一番若く病状も軽いという事７･

月



少しでも役にμ剥ｆと思っ１抑ﾉＪＩ。幸いにも田中順子さん

のお母さんが当会に交って下さ庄色々胴談にのっマ下かﾉあ

りが･たく思って抑は・。ｌ回７･も多く、栗しく明か｡ヽ会を準

備でｊるようにと｡思って抑は呪

～15



平成元年度

　　

決

　

算

　

報

　

告

収　　　　　　　入 支　　　　　　　出

道費補助金 78 1, 000 事業費１　　1 . 4 36, 129

会　　　費 4 55. 800 ＜会　議　費＞ 222. 560

寄　付　金 23 1. 023 難病連参加費 36, 54 0

事業収入 166, 880 役員会費 7 1, 4 23

その他の事業収入 ５６，０９０ 中央会議費 114. 5 97

参加費収入 １７０，５００ ＜医療講演会＞ 239, 707

協力会還元金 ７１，０００ ＜患者大会　＞ 198. 118

募金箱還元金 2, 944 ＜機　関　紙＞ 146. 3 56

署名募金還元金 12, 004 ＜地区育成費＞ 29 1, 3 14

受取利息 １４７ ＜相談貝補助＞ ６０，０００

雑　収　入 10, 075 ＜活　動　費＞ 88. 380

前期繰越金 114. 4 58 ＜全道集会　＞ 119. 144

※会費収入
　　2.100円X 215名- 451,500円
　　1.500円×　2名＝　3.000円
　　1,300円×　1名＝　1,300円
※事業収入内訳
　　お正月飾り　33,361円
　　花火　　　　30,530円
　　ビール孝　　13,700円
　　雑貨売上げ　　1,008円

　　乾パン．シャンプー一他32,222円
　　全選集会広告28.200円
　　フランスベッド27,859円
※次期繰越金内訳
　　現金　　　　7,887円
　　銀行預金　　146.482円
　　郵便振替　　61,932円
　　預り金　　△16,200円

　　　　　　　　　　(本部会費)　　未払い金　△37.054円

＜実態調査　＞ ７０，５５０

負　担　金 ３０４，５００

維持会費 303. 000

ＨＳＫ負担金 1.500

維持運営費 168. 245

事務局費 １５５，２１６

資料費 ８，８９８

雑　費 4,131

次期繰越金 163, 04 7

　　　　　　通信費　　74,691円
※事務局費猷|事務職

　　　　　　事務局費　71.466円

合　計 ２，０７１，９２１ 合　計 2. 0 7 1. 9 2 1

～Ｕト



平成元年度

　

会

　

計

　

監

　

査

　

報 告

平成元年度における全国膠原病友の会北海道支部の会計を、帳簿と領収書

を照合して監査の結果、適正であることを報告します。

＜会計監査＞

平成２年５月２日

浅丿L安手ｽﾞ谷

ヽ,□ヽ-



平成２年度活動方針

7｡膠原病の原固究明と治療法司

2.札幌等の専門病脚て受診する応方陶主看のための通峰費

　　

助成を要請（なんれん参照）

３。聊隋に関丁る正しい糾帥普及

　　　

・医療相談会

　

札幌

　　

5'月20a

　　　

・箆療講演会

　

札幌

　　

ワ月29日ぼ道莱会分科剣

　　　　　　　　　　

札幌

　　

未定

４。北海道難痛連叫刊i参加

　　　

オ|ﾜ回全道集会

　

７月28日田～29日間一札幌一

　　　

百万本び)バラコンサート

　

９月９日予定一才涜ち励ﾊﾞﾗ園-

5.機関紙「い石ばんばし」の発行（４回）

　　　　

斗月100. 7HI0Bパ2nioa、（概３年同月勁

６．地氏舌動（ｱ）推進

７.会員同だの親睦を図る

８。資金活動に取り組み、自己財源の廓剔て努める

　　　

①協力会員の拡大

　　　

②募金箱の設置普及ヒ回収

　　　

③物品販売の協力
～Ｕト



９

10，

生活実態調査に協ﾌﾟ7し、栖成20同年を目標ピして北海道に

βけゐ膠厨丙患者の療養手引き書を作る。

しかﾉの作成

海藻エキス配合

´の販売に

ご協力下さい。

シャンプーの特徴

●゛髪には海藻､､といわれる海藻エキスの配合で頭皮と毛髪をすこやかに保ち、

　

髪をしなやかに色艶よく洗い上げます。

●フケ・カユミをとり，しっとりした爽やかな洗い上りで，洗髪後のお手入れ

　

が簡単

　

ポディシャソプーにも使えます。

　　

〈チューブ入り1809

　

700円を■600円で販売〉※１本につき130円が友の会の

　

利益になります。

　

職場や地域，グループなどで１箱（60本）又は30本単位で扱って下さると，

ありがたいのですが…

～19～



平成２年度

　

予

　

算

収　　　　　　　人 支　　　　　　　出

道費補助金 74 7, 000 事　業　費 1 , 467. 000

会　　　費 924, 000 ＜会　議　費＞ ３２０，０００

寄　付　金 １５０，０００ 難病連参加費 ５０，０００

参加費収入 １２５，０００ 役員会費 80. 000

協力会還元金 ８０，０００ 中央会議費 １９０，０００

募金箱還元金 Ｉ０，０００ ＜医療講演会＞ ２３０，０００

署名募金還元金 12. 000 ＜患者　大会＞ １８２，０００

販売事業収入 １００，０００ 〈仝道集会参加養＞ ９０，０００

その他の事業収入 85. 000 ＜機　関　紙＞ 200. 000

受取利息収入 ９５３ ＜指導パンフ＞ ２０，０００

雑　収　入 ３，０００ ＜実態調査費＞ ３０，０００

前期繰越金 163. 047 ＜地区育成費＞ 235. 000

＜相談員補助＞ 60, 0 00

＜活　動　費＞ 100. 000

負　担　金 762, 500

全国会負担金 ４６２，０００

維持会費 299. ００．０

ＨＳＫ負担金 １，５００

維持運営費 １７０，５００

事務局費 ８０，０００

通信費 ８０，０００

資料費 10. 000

雑　費 ５００

合　計 2 , 4 00. 0 00 合　計　　！　2, 4 0 0, 0 00

～20～



平成２年度役員

氏　　名 住　　　　　　　　　　所 電　話

磁長 小寺千明
皿担当

陪局 滑霞史子

ｔ計 長谷川道子

左査 渡辺愛子

諮委員 三匍L子

大沢久子

滝本はるよ

加藤留美子

秋山のぷ子
札幌地区担当

加藤禎子
北順眠担当

渡部小夜子
釧路地区担当

/j儡千秋
雨館地区担当

扇田裕子

m子

帯広地区担当

荒尾みや子

藤田浩子

ヽ,21



藤田郁子
名寄地区担当

市J【|利一
旭川地区担当

小杉真智子

(財)北海迫眼病連役員

氏　　名 住　　　　　　　　　　　　所 電　話

咳理事 三森礼子

11　事 小寺千明

職員 瀬買史子

大沢久子

滝本はるよ
　(代理)

聊担当

　-

加藤禎子

扇田裕子

荒尾みや子

藤田浩子

小杉真賢子

渡部小夜子

<Hi)<S*><2E) <2i) <2E) <2E><2E)《－1)ベミΞ)<ZE)･<ffi)<2E>''2E)<2E>■^0<a!?><ffi)珊珊

　

＜ミニ質問ＢＯＸ＞

　

Ｑ：支部担当とはどういう意味ですか？

　

Ａ：現在。(財)北海道難病連は、膠原病やベーチェット病、重症筋無力症などの２５

　　　

の疾病団体(これを部会といいます)と、加llや函館などの１６の支部組織とで構

　　　

成されています。会員は自分の病気の部会とのつながりと同時に、自分の住んでい

　　　

る地域に支部がある場合4ま、その支部とも当然つながりがあるわけです。

　　　

難病連としていう場合の支部とは、友の会でいう地区連絡会とお考え下さい。

　　　

その各支部で膠原病だけで々く、自分のいる地域に住んでいるすべての難病患者の

　　　

ために活動をしている友の会の運営委員のことです。

　　　　　　　　　　　　　　　　

ヽ22･ヽ･



＜その他の議案＞

難病センターの増築を

　

推進する特別決議

　

北海道難病センターは、私たちの長い間の願いと多くの道民の支援に

よって、全国に先駆けて実現しました。

　

昭和５８年(19 8 3年）のオープン以来道内の難病患者・家族の心

のよりどころとして、交流の場として、学習の場として、また関係者・

団体との連携や道民の方々の理解を広める場として、非常に大きな役割

を果してきました。

　

北海道難病センターは、全国的にも高く評価され、全国各地の難病患

者・家族や団体にとっても希望となり、目標となっています。

　

しかし、現在の難病センターの規模では、多くの難病患者・家族の利

用や希望に充分に応えることが出来なくなっております。また、私たち

北海道難病連と加盟団体の利用にとっても、不充分なものとなっていま

す。

　

北海道における難病対策の推進と難病患者・家族団体の活動を援ける

ためと、また、多くの難病患者の相談や具体的援助の要望に応えるため

には、ぜひとも早急に難病センターの増築を実現させなければなりませ

ん。

　

私たちは、この難病センターの増築の推進を決議し、道及び札幌市に

対して、早急に実現されるよう強くお願いすると共に、関係各位及び道

民の皆様のご理解とご支援を心からお願い申し上げます。

り
Ｊ
２

　

1990年４月2 1.22日

　

財団法人

　

北海道難病連

　

ｉ９９０年度定期総会

　

第51回理事会（通算第127回）［

第8回評議員会（通算第13回）

］

　

第8回全道支部協議会
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昭和58年のオ10回支部総会で支部長をお引き受けしてか

ことができまら．早いもので７回目剛
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しμ．私の好ｊなプロ野球で言うと.丿〇年をひと区切りと

しマいJ:いよ終盤戦に入ろう八'うところで｀しょ･うか
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前叉部長の三森さんにいろいろと教えて頂さながら、佩

我夢中？や･･マいた序盤．いろいろなことが少し分っ７ｊ
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て体調をくずし、盾さんにご迷惑をおヵヽけし八こともあゐ

中盤。そして本床なら、今までや､。マ
W

きたことの紳めくく
一一一
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これから(7)私自身の課題だと,巴･,ています，
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ません．逆転サヨナラ満塁ホームランなど七贅沢は吉い苓
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せん．他めス，２ペースト･/ト／くらいμ打たせマ下さい

．

というわけで‘．ﾉ今年濯も支節長を努めグせて頂でＪす
～＝乙‾～へ之~－～~＝一一

’－● J - J
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どうぞ宜しくお願い致しＪす。
一一一 -



全国膠原病友の会北海道支蔀

i一一（對囮回胆圏囮圓圓一一－

　

医療相談会は、ｊｔ初めに５人の死生をご紹介してから．そ

れぞれのクループに弁れて、１時間50分程度の質疑応答を行い

ましﾌﾞこ．それからま八全員が集まっマ、先生方よりこ(;･相談会

の感偲を話っマ頂さました．そしてそれぞれを担きし穴運営委

員よりまとめを発表してもらい．参加し八皆ざんには感偲文を

書いてもらい１した．

　　　　　　　　　　

ｊ

　

医療相診会の報告とし影それぞれを担当した運営寄員のま

とめと、参加しT濁でん(ｱ)感想文をここに戴七ることにしまし

瓦
医療相談会Ｉ

●今井浩三先生（札医大病院オ1内科）

　

○患者数６名､家族1名

　　　　　　　　　　　

〈三森礼子〉

　

今井先生とお会､ヽするのは初めてで、先生の方も恵看会

とどんな風に滅すればよい（乃か、多少の戸惑いがあっ八か

も知れません.７循思ったより気さくで、前夜の又流会か

らお互円耳丁ちとけゐことがでさました．

　

まｔめとして．医もまー已にﾀﾄ釆で100人以上もの患者

を診る（?りで、患者は自分の症状を的確に訴えて．諦めす、

いろいろ試してほし（工手な医者のかかり万もあるので･

はないだろうか、ということでしZ≒

ぽとンても良ヵヽつたで･尤発病致しましマ10年になり､病気ともうまく仔槌'えろ

棟1な･はした。皆精(刀お話を聞いマ｡不受で不忿で本を読んだり､話を聞い

穴りし八始めの項を思い出しマ屑りまずバヽも今で皿酒気の事μあかﾉ気にな

らなく勧はした。これも皆に公べ元気び姿を見てそ次たのでレＪﾗ。今日

　　　　　　　　　　　　

ぐト・



一日を大切に過して行き八ヽと思っマいま玉

(札幌TﾔＫ･引

『解りやすい説明でヽ､今夜参考1ぐぞマ戴きJｔ今回のグレープごとぶ命れ

マ質疑応答泡っマも艮八八と､もヽま１．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（旭川市丁･Y）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

SLE

Cｙ主沿医に闇いても納得ａヽく返事をもら尤なかった･咋｡今別

適切に棚｀りやすく各党マくれまし穴｡この携な相談会μ度々かマ欲しいで

１

(札幌市ＤＭ)

『通院しマいゐ時に,先生,瀾さずらヽ祥な事などを詳しく怖↑て,大変良

か，かと思いま尤病気の筝７･悩んで･いる剛ま自分だl枠ない(71 fc.と自分に

言い聞かせて病気と.闘っていこうと思いましμ．

　　　　

＿．

(札恨市Ｎぺし

『小グルーアに分力ヽれてい几のマ,ヽ質問しや１い．相互Ｑ意見も出や１い．

大変よかっ几こ抑柘もこのｽﾀｲﾙでもたらよいぱう．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ぐ札幌市Ｍ・剛

〔y傷み.つらさよ･防基本的なことを解誘し恥ヽどよくならないなと.早

諮偉く溶すことを教えられＪし乙

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

唐川市ｙＭ)

ｓ佐川

　

昭

　

先生

　

○患者数5名

医療相談会Ｕ

(北大痛院オ2内科)

シェーグレン

〈大沢ス子〉

　

最初に名前。病名等、簡単に自己紹介をしマカヽら相談に

移りＪし八。まとめとしては、療養生活を送ろまで、患者

としての心構えの重要性について教えられＪし八。
、2C



　

具体的には、特定疾忍医療受給看証剛更えゐ範囲μま沿

医の考え方によ．てま朽まちな（;･で、その点は理解しマお

くこビ、それカヽら家族が思考本人(74こと（通院しマいゐ病院

名、主洛医、通院日等々）を知らない人がいて．家族との

コミュニケーションを密にしておくことが大切マ･あゐ、また

常に自分円町かあっ八時（ｱ･対処剛士方を考えておヽくことが

必要でヽあゐ（自覚を符つ）など･でし八．

ぽ日項聞けない思者さんc･･気持､そして光生ａ意見を聞くことがで３て1良か

った．今回の試み11成｀功だ‘つたのマ･μ．これを機会に足しげく参加して

くれる会員の増す事を望みま葺．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

休し幌市０・困

〔ｙ会に加入して日乙浅いので１が.普段何となく恐れおおく芯．マました

先生からご自今・身内叫も験まマ･お話いた心ヽマ､駆透裾を一度に覚が

して何とも心強く､これからＱ通院が‘楽しみにさえ感じマいtt.これから

も先生方のご争隋の許1ゆﾉ､そして役員の皆さんの健乖休擲とのにらみ拾

せで実現ぐれま１ことを願ってやみま七ん.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(滝川申Ｋ･Ｔ)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

シェｰグレン

医療相談会Ⅲ

・田村相媚先生(勤医協札幌丘碑痛院内科)

　

ｏ患者数5名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〈刀靖留英子〉

　

初めに病名、病歴等の自己紹介ががﾉ、それから各自の

質問に対し、田村先生から通切な解答をしていたださまし

乙みんなが興味のあったシェーグレンμ尿群の話があり

まし≒汪意戸七しマ。乾燥、外傷、感梁(刀予防、刺激を

避ける、特に風邪には気をつけるというこじでした。
汗ヽ



　

最後に先生より、膠原炳とうまく・･)さあう棟にIむが､↑ゐ

と共に患着も高鹸北し了おり、一般(7)ガソ腫診、成人柄

等の凍診も必要にｙつてきていゐという話でしμ．今回μ

人数もﾉ虻なぐ一人一人が満足でさゐ相談会だ・たと思い

ます．

〔ｙ病歴は結構長く.4固々の症状に対する対処療法も受けてｊており､総外

的な葎査､ま鳶葎呻的面からの闘病生活に対１ゐ不明ﾀμ､や悩んで･いａ事

を色々とご指導.アド肩ス抄八八さ､函館ヵヽら遠路李八目的に十二鼻に充坤

感謝し７知は竃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(函館市K･丁)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

シェーグレン

ぽ少人数での相疎会で･したC･）で､ｲ固々に直接死生とお話し合いが出乖マ

大変良かったと思､ヽま菟

　　　　　　　　　　

（札幌市Å・Ｎ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

SLE

〔７最衡４班での簡単な説明を受､1､初質問徊'杓f勤ヽぷなど､い乃

いろ浮ん７･さまし八がＪＭ祭り7･しｱ1.でも､つまらな此勝手に､唇い坂んで

ぃゐことを気軽に聞くことが出奪この企画1擢爪八ぽう．５～臨拓郎ヽｊ≒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

瞰幌すＷりい

ぽ初れ1､聞さ7hヽことなんマない乱て思･つマいたけれど･.他ａＡ逮が蘭

いていたことで一白分､こも関係があゐことだびと､Ｕヽ､また.外来で聞亨忘れマ

昴八ことが聞けて.象かＪ､とlｔヽＪした．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（礼幌市Ｋ・Ｒ）
SLE

９日頃病院に行.マ.なかな祠日課出釆心ヽ事をlapく１７ヽお話しが咄米

自分な巾慢心し.満足１ゐ事が｀出釆.大牽負心だと思いＪす．

28･

(鷹栖町日
Ｍ）

シェーグレン



●増E日武志先生

Ｏ患者数３名

医療相談会IV

(参田整もﾀﾄ科病院)

　　　　　　　　

〈滝本はるよ〉

　

大腿骨頭壊死の話を中心に．壊死剛

孤島配将釆の人工骨頭ぢとについて詳しい説明を聞くこ

とが出釆ました．他にカルシウμの必要性(大切だ)、骨怒

髪症、｢“骨．自体(ﾌ)事等についても増E日先生にわかりやす

くお話しマ頂き．私自身とて勧

を新たにでゐ事ヵ咄釆．本凱頌かっ八と思いＪ了．

　

今回初めて行．μ医療相談会は、とてもお忙し､､ヽ５名t)

の先生をお招さして、日項な力ヽなか闇けないような事も(

外米では時間的に無理ｙので)いろいろと聞くことが出矛

八ので≒大変艮い企画だったと夙･いまず．

　

今撞の相談会では．出席;考の方々乱事前にお痴さした

い事割

るわ叫てすることが出釆るの７･はないで‘しょうか…．

ぽ病院では痛いとかぴ､症状口つ､ヽﾏ1ｺﾞお話し？さゐの？すがこ柳ヽらの季と

か､骨自体の事については今までお聞さ１ゐ事がﾏ･さませんでし几医療講演

会のように多数ですと､４｀かなヵ呼をよげ辿いう半が?･きません７･し八ので．

大冊斟喊会を与えマい八だいたし毘ヽいJす.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（江別市Ｓ・丁）

『スタイルとし剥丿良か．穴と､れヽま４.個人的μ骨原壊死IQついマいろ吋質

問出来マ.令撞（刀生浩にまヵヽして行き批｀し思いまず.贅形外科的に問題の

ない人にとっマμ､ケし気の毒ながじがしまし戸..

　　

（札幌亨丁・月）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

SLE

ぽ日項.受診の中マリぢかなか飢すないようなことも併関的に無理皆で）

ヽ-29～



ゆ･１くりと話が･７･きて良ヽを画だと思う。今後もぜひ統けマほしいが･､今日卯

個人(ｱ涜偲μＬ特にｵ目旅の先生を希望しなヵヽつたもヽもあるが､整形の光生ﾌﾐ

　

つＲく刀で･何も質問１ることが｀なヵ≒た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(旭川市Ｋ・Ｍ)

医療相談会Ｖ

●河野通史先生(市立札幌病院オ２内科)

　

○患者数5名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

〈瀬價史子〉

　

現在、不安に感じてぃることなどが各自ヵヽら相談さ札

先生の詳しい説明であろ程度解消？れμようでしμ．特に

シェーグレンＱ話で盛り上が（単にロや目がjlitくだけでな

ぐ関節や筋肉の痛みがぴ匹ソ､いヽるいヽうことて･、莱

によゐメリット、デメ小ットを知り、バ｀ランス原く撲うこ

とが大事であゐとのこどでし八．

　

地方から釆た会員は、地元に専門医がいない(7yが非常に

不安で、｜～２年で｀先生が替わゐ(ｱ･も困ゐと.言．マいjlし

た．医者を選べゐ廼域と選べ４ごい地域に狂んて･いゐことだ

けでも．患者にとってば犬と廼の羨が南ゐように私ヽＪし

た．話μあまり広紗ぼせんでしたが、－つ(乃こどに詳し

い説明がなされ、非常に勉弦にな丿てぴと時でし八．

ぽ少な､ヽÅ数だぷび･で祁I談しやすくと.功艮力ヽ･、たですi先生もと７もれ伺

やすく.丁寧に質明に答衣下さいました.不安を全マ解消び八相↑ﾏｰμあ巾1

せんダホッと妥､じしたことなんヵヽもあり､云年より乱と充実で､?たと思ぽｔ

先生もとても優しく話し々すい方７ヽ､本凱垠かぷで菟先生方や暇員の方々

かむから感謝とお礼を申し｣こげま菟

ヽ･30一一
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〔ア私にしマ４回目吋

と功個人的にあがらす相談が弛柚れ心の中心あらわれ穴感じが致ほし几

本当に会に入衣良か。穴と芙感しＪした｡ありが七うごさいまし八｡;か機会

を栗しみに符っ刊帚･ほす，

(芦別市

　

Ｓ 剛

強皮症

ぼ'以､数？先生を圈ん７････話し乖ヽt･μ.気分的μもゆ示りしμ加があJ.

大勢の前では恥しくて言え似ヽこ□ｔ気軽に話せ八ように思いま菟先生も

罷句丁寧に噴関に答えマくれて､人朝の狐さを感じまし瓦八１にμこのよう

なやり方も､患者さん(会貝)に６マμ非常にプラスになゐ･ｱ･？は…死生どの

交流乙深まるような気がしar.

(札幌亨

　

Ｓ 剛

SLE

〔ｙこ(乃濯の相談会ヽμ禰yr哺意教μ･､たと思う．働唄は親しく.ヌ恥くりお話

を聞く積会などヽない､オう

砂会ヽなら７･μと思う丿ｸﾞﾚｰﾌﾟ5～6名な比いう剛Ｊ､この上截ヽ贅沢であり、

和郎几ヽ限りだが､この計画をもっとぶめて.乖ｶﾛ者の孤大につなげても凱ヽの

でμ．特に兇か絢の参加雅にしては、こ(刀企画が続けられるのであ杓ま、

大変ｙ朗報と考える。

倒路京Ｗ・引

ぼ友c･､会Cて入会しマ訂Eワヶ月程で｡こんな肩息義な爵印談会μ硲那すゐ

事が出釆マ､役知皆補にば感謝し7おります｡最近になヽ。マまたひい出摩て

い友不妥仰

ま竃各光生方向本当に感謝しマ拓は呪抑圧ﾋうござ｀いまし八。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

吐川町５・Ｍ）

31
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支部総会･医療相蔭剱咄席マ･きなか1八方達から…
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拡
レ
い
の
で
病
気
で
あ
t
Ｏ
'
r
i
ｘ
)

を
忘
れ
て
し
ま
い
そ
う
で
戈

　
　
　
　
　
　
　

（
旭
川
市
Ｙ
・
丁
）

▼
元
気
に
し
て
い
ま
て
片
田
１
　
で
す
の

で
沈
濯
聊
を
干
し
t
-
：
>
t
(
？
ｘ
)
'
-
Ｎ
'
Ｃ
Ｎ
Ｖ
Ｋ
の

１
　
廊
こ
え
．
近
く
の
山
の
山
教
が
ヽ
辱

賊
色
に
尋
含
呵
官
賊
県
名
東
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

冷
・
Ｊ
）

▼
私
も
体
μ
今
ｌ
こ
ろ
安
定
し
マ
い

て
。
害
滉
の
先
生
が
今
な
ら
斡
娠
斗

も
い
い
と
お
’
し
や
っ
て
い
る
の
で
、
そ
乃
そ

乃
二
人
目
壱
’
・
‐
と
考
え
て
ｙ
り
ま
呵
こ

の
ま
ｇ
の
コ
ヨ
ｙ
苓
ン
で
出
豪
７

け
ゐ
か
と
不
受
μ
高
以
膏
か
’
が
ル
ぱ
り

た
い
と
思
い
ま
馮

　
　
　
　
　
　

（
遠
別
町
Ｎ
‘
Ｍ
）

▼
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
竃
穫
念
な

が
ら
釧
爵
の
秘
会
と
ぶ
っ
か
り
、
出
席

了
言
ｖ
≪
で
S
f
y
V
ｒ
ｔ
ｔ
)
ん
。
皆
樺
い
ヽ
ワ

ぞ
よ
ろ
し
く
お
誓
ル
下
Ｋ
／
ｙ

　
　
　
　
　
　

（
釧
路
Ｔ
Ｓ
・
Ｙ
）

▼
サ
ー
ビ
ス
冪
な
の
で
半
日
μ
林
め

ま
せ
ん
･
残
貪
染
、
り
４
　
回
も
欠
席
し

ま
戈
働
き
鎗
め
こ
年
に
な
‐
ま
す

畔
体
調
*
i
＝
>
Ｈ
く
、
と
っ
マ
心
元
気
で

筧

　
　
　
　
　
　

（
礼
幌
市
ヴ
Ｋ
）

▼
五
月
玉
年
今
月
の
〈
院
生
演
を
送

っ
て
い
ま
戈
皆
裡
と
お
逢
い
し
八
い
と
思

っ
マ
μ
り
ま
ず
ダ
そ
れ
も
出
釆
す
残
念
に

母
マ
屑
り
・
言
々
．
皆
溥
も
万
身
伴
を
大

切
に
な
ま
マ
、
病
気
Ｇ
貝
け
ず
に
が
ん
ぼ

り
ヨ
し
ぎ
フ
．

　
　
　
　
　
　

（
函
館
す
り
民
）

▼
強
塵
号
ず
よ
現
毛
プ
レ
ゼ
ン
十
貪

官
．
す
こ
ぶ
る
調
子
良
い
の
で
ず
が
、
痩
せ

　

/

れ
」
な
い
の
．
が
悩
み
で
可
．
し
っ
か
り
主
婦
　
3
2

し
て
β
り
ま
戈

　
　
　
　
　
　

（
興
部
町
ｓ
・
互

▼
中
井
死
生
に
診
察
し
マ
も
ヽ
り
っ
マ
い

首
み
順
調
？
う
で
す
．

　
　
　
　
　
　

（
芽
室
町
Ｋ
互

▼
三
月
に
高
頗
卒
茉
し
ま
し
几
ず
っ

縦
組
）



い
よ
い
よ
農
家
旦
年
の
治
ま
り
で
．
寝

り
起
ぎ
μ
り
ｓ
生
活
も
、
こ
の
時
期
に
な
る

と
ビ
ジ
ご
気
合
が
〈
り
ま
す
・
何
と
か
ネ
コ

の
手
ぐ
ら
い
に
は
な
り
そ
う
で
楽
し
み
な

が
ら
毎
日
を
送
・
て
い
１
了

　
　
　
　
　
　
　
　

（
帯
広
市
Ａ
・
Ｍ
）

ｙ
体
調
は
相
浹
わ
、
り
ず
で
戈
当
日
は
、

て
ホ
用
が
Ｖ
５
:
ｒ
ｔ
T
J
し
て
出
席
で
さ
ま
せ
ん
。

ぢ
か
く
の
医
療
相
談
会
が
有
り
ま
了
の
に

感
亨
！
又
の
贋
４
　
に
出
席
７
苓
頂
き

ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
夕
庫
市
〇
ふ
）
）

▼
緬
婚
々
性
名
が
変
り
ま
し
た
･
こ
れ

で
わ
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
今
回

μ
奪
祭
出
マ
出
席
で
、
ま
せ
ん
。
動
き
過

ぎ
て
足
が
痛
い
で
浹

（
１
　
広
市
Ｎ
・
Ｆ
）

▼
咋
年
す
資
‥
入
鴫
宗
療
し
て
頂

き
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
今
ま
で
の
調
子

じ
尻
剱
す
屍
念
７
１
　
が
欠
席
ｖ
/
Ｖ
＾
頂

丿
裏
浸
今
は
寥
に
帰
っ
て
過
ご
し
マ
お

り
１
す
．
皆
楕
に
よ
ろ
し
く
．

　
　
　
　
　
　
　

（
私
幌
１
　
Ｈ
・
２
　

す
私
、
５
址
に
一
や
以
前
μ
補
体
が
ふ
ぇ

ず
：
と
恩
っ
て
ぃ
ま
し
尽
Ｉ
塵
管
な

っ
て
辛
を
維
持
し
て
ぃ
マ
安
心
し
て
ぃ
ま

し
八
ら
、
背
骨
乱
鰭
降
か
っ
ぶ
れ
て
心

ら
す
１
と
背
の
あ
石
こ
乃
と
屈
え
す
痛
み

が
あ
吠
す
１
り
し
な
い
毎
回
で
呵
で

ゃ
１
　
尺
け
は
む
が
け
て
お
る
次
オ
で
す
．

な
か
な
か
す
べ
て
順
調
に
ば
な
り
ま
せ
ん
椀

　
　
　
　
　
　
　

（
私
悍
す
Ｋ
・
Ｍ
）

▼
禦
昼
汰
し
マ
申
し
訳
あ
リ
耳
ん
．
昨

４
　
末
血
冬
季
症
で
引
き
こ
や
て
方
り

ま
呵
御
盛
会
を
祈
丿
子
．

　
　
　
　
　
　
　

（
函
蔀
す
ｏ
・
Ｙ
）

▼
げ
年
十
万
よ
り
入
限
し
マ
お
り
、
現

在
、
胃
潰
瘍
、
康
尿
病
と
併
発
万
紺
節

催
動
脈
問
園
炎
共
々
．
畑
療
し
て
お
り
寺

が
示
ぶ
尽
４
じ
参
１
せ
ん
．
内
科

の
中
村
先
生
も
呈
懸
命
や
っ
て
下
て
て

お
り
V
n
S
V
ｓ
"
'

　
　
　
　
　
　
　

（
上
川
町
Ｎ
・
丁
）

ｙ
云
こ
ず
β
日
の
深
夜
疲
枕
悪
化
．
薩

長
死
ま
ト
壮
診
に
て
戴
き
ま
し
へ
痛
雲

め
ど
眠
剤
の
副
作
用
７
　
？
治
療
砥
な
し
と
言

わ
れ
て
、
毎
曰
ハ
リ
治
療
に
通
院
甲
で
す
が
、

一
ヶ
月
響
た
黒
斥
も
食
原
な
レ
、
知
男
昧

覚
な
し
＾
:

　
　
　
　
　
　
　

（
釧
路
市
Ｓ
・
と

▼
元
気
に
働
い
て
ぃ
ま
滉
病
気
と
乙
上
手

に
村
さ
樫
尤
ゐ
よ
う
に
な
り
ｌ
し
μ
．
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
ぉ
顧
い
致
し
ま
す
．

兄
見
ず
Ｓ
・
だ

　

jゝjl

へ'.J、)



▼
娘
が
Ｓ
Ｌ
Ｅ
で
す
が
、
三
月
に
国
立
病
院

よ
り
稜
廻
廊
限
に
変
り
、
四
月
十
四
日
に
聊

め
て
中
井
先
生
に
診
察
し
て
い
た
尽
き
ま
し
ぺ

中
井
死
生
に
診
察
し
マ
ｙ
毀
け
戸
事
は
ど
？
:

会
に
々
八
お
か
け
雇
ど
本
当
に
袷
謝
し
プ
お
り

ま
す
．
今
の
と
こ
ろ
二
十
写
の
草
で
．
頑
張
っ

て
学
膀
を
４
　
む
漸
バ
５
　
ド

▼
気
楸
も
廣
か
く
な
り
、
体
調
呑
良
く
仕
事

を
し
て
お
り
Ｊ
！
い
つ
り
お
ぜ
話
に
な
り
あ

り
祈
と
ラ
ご
ざ
い
ず
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
札
幌
ず
ｗ
・
Ｈ
Ｊ

’
▼
去
年
生
月
に
入
院
し
Ｉ
し
て
こ
の
四
月

に
退
院
し
て
釆
ま
し
た
が
、
炳
状
の
方
は
今
の

所
お
さ
可
て
ぃ
ゐ
と
の
先
生
の
お
話
で
戈

i
O
'
つ
む
体
の
調
子
か
悪
く
、
食
事
の
仕
贋
が

や
っ
と
で
尾
骨
が
デ
メ
ド
な
っ
て
足
腰
が
ｗ
_

く
て
困
っ
て
ぃ
１
呵

　
　
　
　
　
　
　
　
　

屁
幌
市
Ｎ
・
巳

▼
農
軍
な
孚
白
分
に
合
う
毬
１
　
兪
心

が
け
て
い
ま
１
　
．
野
菜
作
り
な
の
で
祭
離

ぜ
１
せ
ん
．
体
の
状
態
は
條
我
が
多
い
の

で
用
に
レ
て
言
詮
億
ま
八
療
養
し

な
が
ら
暮
し
１
呵

　
　
　
　
　
　
　

（
ｆ
別
市
丁
・
Ｙ
）

▼
現
在
ス
子
ロ
イ
ド
十
五
孚
服
用
中
．

免
疫
抑
制
剤
も
服
用
中
．
肝
臓
が
少
し

弱
ま
っ
て
い
気
状
態
で
す
．

　
　
　
　
　
　
　

（
函
廊
市
Ｋ
’
Ｙ
し

▼
大
変
お
手
数
を
ｆ
け
マ
下
べ
、
り
あ
り

が
と
支
、
曇
り
ま
ず
．
私
t
ｐ
ｉ
)
う
に
公

張
イ
士
旦
日
を
過
ご
し
マ
い
ま
及
こ

れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
万
．

　
　
　
　
　
　
　

（
北
見
市
Ｋ
Ｅ
）

▼
体
調
が
す
々
な
矢
序
し
ま
１
役

員
ｓ
方
迷
Ｍ
Ｈ
い
っ
も
ご
苦
労
禅
で
戈

頑
張
っ
マ
下
さ
い
．

　
　
　
　
　
　
　

（
旭
川
下
Ｆ
７
Ｍ
）

▼
初
診
か
ら
丸
四
年
目
の
吽
年
八
月
、
旭

川
医
大
に
四
十
二
日
間
入
呵
秘
事
醸
素
濃

縮
器
を
便
用
し
て
お
り
．
遠
出
は
出
来
な

い
の
で
欠
席
し
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　

企
湧
別
町
Ｍ
ソ
岳

▼
拝
が
不
自
脚
で
連
れ
に
て
行
そ
ぐ
れ
な
い

と
行
か
れ
Ｉ
ゼ
ペ
北
見
逃
７
　
も
練
れ
て

畑
’
た
り
ず
る
と
次
の
曰
ば
百
床
に
々
マ

居
な
け
が
ぼ
な
り
ま
せ
ん
．
眼
乙
手
術
後
疲

が
て
開
け
マ
い
ゐ
頃
か
大
変
で
w
.

　
　
　
　
　
　
　
　

ハ
置
戸
町
Ｋ
・
１
　

▼
人
の
中
に
出
る
と
血
圧
が
エ
が
る
の
で

欠
席
し
Ｉ
筧

（
１
　
広
市
Ｍ
ム
1
2
　

3ノト



▼
私
も
ね
陰
様
で
大
変
調
子
が
芦
く
、
毎
峰

元
気
で
尊
し
て
い
ま
１
総
会
に
μ
出
席
で

事
１
す
索
『
ご
蜃
会
心
よ
り
祈
っ
て
い
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　

冠
川
市
Ｎ
・
ニ

▼
私
は
与
も
元
気
７
浸
皆
之
ｔ
お
会
い

で
ざ
る
の
を
寒
し
み
に
し
マ
い
乃
の
で
１
　
努
用

事
孚
さ
ぶ
席
で
ま
せ
ん
．
次
回
の
催
し
に
μ

ぜ
ひ
ぶ
席
し
鳶
い
と
思
い
ま
戈

　
　
　
　
　
　
　

（
札
幌
市
丁
旦

▼
何
の
お
４
　
伝
い
も
で
さ
す
済
み
ま
せ
ん
．

い
っ
た
墨
冨
あ
ゐ
曰
．
先
に
用
事
が
あ
り

出
席
で
き
ず
残
念
で
！

　
　
　
　
　
　
　

官
小
牧
背
ｓ
・
彦

▼
ニ
且
項
か
ヽ
り
身
棒
の
調
子
が
悪
く
づ
茸

に
マ
ン
ト
作
成
（
透
聊
）
の
た
め
手
術
し
ま

し
た
．
腎
性
の
痛
風
じ
ひ
な
り
．
な
ゑ
く
安

静
政
林
態
が
孚
堡
孚
す
が
欠
席
し
貧
１

　
　
　
　
　

／
八
匹
（
礼
幌
す
に
Ｔ
Ｋ
）

▼
今
１
　
　
こ
そ
μ
と
思
子
い
ま
し
た
が
．
数

回
の
風
邪
の
棟
．
停
謂
が
１
　
ぐ
れ
ず
欠
席

さ
せ
て
い
５
　
曼
、
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　

ヱ
贋
町
Ａ
・
Ｋ
）

＞
ご
揖
趾
汰
し
て
］
れ
リ
フ
ー
私
、
風
邪

を
娑
函
月
初
め
に
Ｌ
入
脈
、
五
日
‥
二
曰
に

退
脈
し
ま
し
八
皆
揮
に
よ
乃
し
く
お
伝

え
下
ざ
い
．

　
　
　
　
　
　
　
　

（
潭
川
す
Ｉ
・
且

▼
仕
事
を
も
っ
て
い
v
＜
!
>
こ
と
６
あ
り
ま
１
　

が
、
デ
ー
タ
も
あ
ま
り
良
く
な
く
、
休
日
μ

体
を
体
ま
せ
て
あ
げ
た
い
と
思
Ｉ
号
．

　
　
　
　
　
　
　
　

（
札
幌
下
Ｓ
・
Ｍ
）

▼
只
今
池
川
道
北
病
院
八
院
申
．
五

月
七
日
か
ら
ブ
レ
ド
ニ
ン
ａ
Ｑ
ｍ
９
に
な
る

の
で
．
に
は
ら
く
大
変
で
す
．
皆
溥
ト
よ

ろ
し
く
お
伝
え
百
ヽ
い
．

　
　
　
　
　
　
　
　

（
留
萌
す
に
ｗ
λ
‥
）

▼
田
植
え
の
時
期
と
重
が
り
．
幄
念
筏
．
か

蔵
ノ
に
詐
９
　
」

▼
少
な
出
學
曼
忿
７
あ
り
曹
寸
の
で

油
断
を
し
な
い
雌
に
、
気
を
つ
け
マ
毎
曰
を
過

ご
し
マ
お
り
ま
幌

　
　
　
　
　
　
　
　

（
旭
川
市
工
・
惑

▼
御
案
内
‥
い
八
芦
さ
ま
し
て
有
奪
う
ご
ざ
い

ま
す
．
体
の
調
９
　
が
思
ｒ
し
／
ヽ
あ
り
ま
せ
ん

　

に

孚
・
勝
１
　
で
り
ざ
席
さ
万
い
ち
々
、
ず
す
．
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　

ヱ
湧
別
町
り
画

▼
戦
狐
は
連
行
し
マ
い
な
い
よ
う
７
　
！

折
角
の
と
こ
ろ
参
会
７
　
々
、
ま
せ
ん
事
を
申
し

芦
な
く
存
じ
マ
い
１
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　

（
紋
別
市
Ｍ
・
Ｋ
）

▼
体
調
不
ナ
介
か
の
で
欠
溥
さ
せ
マ
い
八

だ
Ｉ
ま
ず
．

　
　
　
　
　
　
　
　

（
尊
別
町
り
互



～

｛
足
寄
町
Ｈ
・
㈹
｝

▼
伴
調
μ
と
て
！

を
忙
し
く
過
ご
し
て
'
＆
り
１
１
　
．
子

伏
が
小
作
、
い
の
で
ま
だ
行
く
亭
が
出

米
ま
七
ん
．
も
う
少
し
大
ｊ
く
な
八

弓
出
か
け
た
い
と
思
｝
お
り
了
洗

（
厚
岸
町

○
・
Ｙ
）

▼
今
回
は
主
人
の
死
去
の
穴
釣
欠
席

や
せ
マ
い
た
だ
Ｉ
ま
て
そ
の
節
μ
、

皆
輝
に
御
ぱ
配
い
八
び
ヽ
沸
灘
う

ご
ざ
い
ま
し
乙

　

会
食
同
封
靫
し
ま
浸
残
り
μ

公
の
た
め
に
梗
。
マ
下
々
、
Ｉ

▼
４
　
調
は
採
い
で
ｔ
が
都
合
葱
く

欠
溥
し
１
１
有
意
義
な
交
流
会

で
あ
け
ま
ず
よ
う
に
祈
念
し
１
１

　
　
　
　
　

（
旭
川
市
Ｎ
‘
Ｎ
）

　

一部会･支部の活動資金づくりにー
北海道難病連の資金活動

夏

　

は‥‥‥‥‥‥‥‥‥花

　

火

　

８月10日しめきり

夏といえば…………

　

ビール

　

１枚500円
さっぽろ夏まつり協賛

　

大通５丁目サントリービアガーデン

師走は､やっぱり…正月飾

年から年中…………海藻エキス配合クリームシャンプー

　　　　　　　　　

カロリー乾パン

いつでも、どこでも…協力会と募金箱

36･
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読売新聞

／

　

四
十
三
歳
、
共
働
き
の
主
婦
で
す
。
目
が
か
ゆ
く
、

ま
ぶ
し
く
、
疲
れ
や
す
い
感
じ
が
し
て
近
く
の
眼
科
に

行
っ
た
と
こ
ろ
、
シ
ェ
ー
グ
レ
ン
症
候
群
の
疑
い
が
あ

る
と
い
わ
れ
、
リ
ュ
ー
マ
チ
科
に
か
か
る
ぶ
つ
勧
め
ら

れ
ま
し
た
。
ど
ん
な
病
気
か
教
え
て
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
京
・
調
布
、
Ｔ
・
Ｙ
）

埼
玉
医
科
大
第
二
内
科
・
Ｊ

修嗣助手大野

　

－
目
の
か
ゆ
み
と
リ
ュ

ー
マ
チ
、
一
体
ど
う
関
係
す

る
で
し
ょ
う
か
。

分
の
体
の
一
部
で
あ
る
腺
細

胞
を
攻
撃
す
る
た
め
、
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

－
怖
い
で
す
ね
。

　

進
行
有
夕
」
苦
痛
で
す
。

悲
し
く
て
も
涙
が
出
な
い

し
、
梅
干
し
を
食
べ
て
も
唾

液
が
出
な
い
。
ま
た
リ
ュ
ー

マ
チ
の
ほ
か
、
薬
剤
ア
シ
ル

ギ
ー
を
多
発
し
た
り
、
悪
性

リ
ン
パ
腫
（
し
ゅ
）
や
腎
臓

　

シ
ェ
ー
グ
レ
ン
症
候
群
は
（
じ
ん
ぞ
う
）
障
客
を
併
発

一
九
三
三
年
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ン
の
眼
科
医
シ
ェ
ー
グ
レ
ン

　

ー
ー
ど
う
治
療
す
る
の
で

か
初
め
て
報
告
し
ま
し
た
。
し
よ
ヅ
か
。

慢
性
関
節
リ
ュ
ー
マ
チ
患
者

　

人
工
涙
液
な
ど
の
目
薬
を

の
中
に
、
涙
や
唾
液
（
だ
え
さ
す
、
人
工
唾
液
を
口
の
中

き
）
が
出
に
く
く

な
っ
・
て
目
や
口
の

中
が
渇
く
人
が
い

る
、
と
い
う
の
で

す
。
そ
の
後
、
同

じ
よ
う
な
症
例
が

数
多
く
見
つ
か

り
、
慢
性
関
節
リ

ュ
’
‐
マ
チ
や
膠
原

　

（
こ
う
げ
ん
）
病

　

と
密
接
な
関
係
が

　

あ
る
こ
と
が
分
か

　

り
ま
し
た
。
四
十

・
歳
代
の
女
性
に
多

　

い
病
気
で
す
。

　
　

目
が
か
ゆ
い
の

　

も
涙
が
出
に
く
く

　

な
る
か
ら
で
し
ょ

　

う
。
だ
か
ら
、
治

　

療
も
リ
ュ
ー
マ
チ

免疫機構狂って涙や唾液出にくく

漢方の麦門冬湯‰有効二
に
噴
霧
す
る
な
ど

の
局
所
療
法
が
あ

り
ま
す
。
ま
尤
、

腎
臓
障
害
な
ど
が

和
れ
た
時
枝
ス

テ
ロ
イ
ド
剤
や
免

授
抑
制
剤
も
使
用

し
ま
す
。
た
だ
、

乾
燥
症
状
に
関
し

て
は
は
っ
き
妁
乙

た
効
果
は
期
待
湾

で
す
。
ス
テ
ロ
イ

ド
剤
や
免
疫
抑
制

剤
の
過
剰
投
与
は

副
作
用
も
心
配
で

す
。
西
洋
医
学
的

に
は
安
全
、
’
確
実
、

有
効
な
も
の
は
確

立
さ
れ
て
い
な

い
、
と
言
え
ま
す
。

を
含
め
た
方
向
か
ら
や
っ
た

　

Ｉ
‐
そ
れ
で
先
生
は
、
漢

ほ
う
が
い
い
だ
ろ
う
、
と
い
方
を
試
み
て
い
る
。
‐

う
こ
と
で
す
。

’
－
ｉ
涙
や
唾
液
が
出
に
く

く
な
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

　

直
接
に
は
涙
や
唾
液
を
作

る
腺
（
せ
ん
）
細
胞
が
壊
れ

る
の
が
原
因
で
す
。
細
菌
や

ウ
イ
ル
ス
な
ど
、
体
外
異
物

を
や
っ
つ
け
る
役
割
を
持
っ

た
免
疫
機
構
が
狂
っ
て
、
自

　

は
い
。
漢
方
で
は
、
こ
の

よ
う
な
症
状
を
燥
症
・
（
そ
う

し
ょ
う
）
。
と
言
い
、
滋
潤
剤

の
麦
門
冬
湯
な
ど
で
治
療
し

ま
す
。
患
者
さ
ん
三
十
八
人

に
麦
門
冬
湯
を
四
週
間
熱
心

で
も
ら
い
、
ガ
ム
を
か
ん
で

も
ら
っ
て
唾
液
量
を
測
っ
た

と
こ
ろ
、
平
均
で
丁
五
倍

に
増
え
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
、

。
。
八
味
地
黄
丸
な
ど
で
症
状
が

改
善
し
た
例
が
あ
り
ま
す
。

今
後
も
っ
と
有
効
な
使
い
方

が
開
発
で
き
る
、
と
思
っ
・
て

ｈ
‐
い
ま
ま
亀
’
！
Ｆ
ｊ
ｊ

心卜･



　　　　　　

地区相当着

　

゛の

　

告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事務局〈瀬賀史子〉

　

医療相談会のあUiなわれた地区担当者会議には、全地区の

担当漕が集ｊつたわけでぶな力卜たのですが。日項の悩みや問

題点を話し合いました。

　

◆地区担当の名称を正式に「全国膠原病友(刀会北海道支願運

　　

営委plOO地区担当)と決めまし配

　

令難病連と膠原病友の会、膠原病廊刀会の本節･支部の関係

　　

を金員がよく理解でさていないレわかりにくいので図式

　　

にしマほしいという意見があり、来年の総会までに「会則」

　　

と併慾て作ゐようにし八い。

　

◆地区担当者会議の連絡を麿底レ担当者が出席で参ない場

　　

合山戈理を出すようにすること。

　

◆地区全体としては、交流会の回数、その中で行われゐ交流

　　

の目的など、鳶だ集まってお喋りだけでいいのカペこれか

　　

らど(7)ような方向に進んでいっ几らいいのか、など(ｱ)意見

　　

がありましμ。

　

各地区の活動が充実しμものになり、そしてそれが友(Z5会全

伴に繁宋才れろように、これからも話し合っマいｊ几いと思い

まず。

ヽ･39～



第17回全道集会と医療講演会への

　　　　　

ー

　　

－

　　

－

⑩誘⑩

　

友の会ざ

さんにご報告しｊしたが、もうびとつの大ｙ

【7回難病患着・障害者と家族の全遭集会】(ｱ･お知らせをし八い

ど思います。

　

北海道難病違(刀主催で毎年行なわれマいゐ全道旅釦ﾕ、難病

恋着・障害看(7)実態及び直面していゐ課題を社剣こ鈴えゐこと

しＵり。社会の理解と啓蒙を深め。北海道の医療と聯社の充実

発展に寄与ずること、そして加盟各団体(節会)と荒域支部の

相互理解と園部を強紅北海道教病運の活動の強化と発展を期

することを目的としていま・。

　

そして今年μ隔年毎の札幌開催(7･年となっマいＪす。支部総

会に引？統いマの札幌ということマヘま八かと思われゐ方もい

ら。しゃる力ヽむしれませんが｀。一人でも今く∽参加者を集める

ことがし

　

この集会を成功させゐための重要なポイントとなって

いま浦。

　

全道集会の具体的内容につしヽては、なんれんＨ０.5C八ﾜ月中勿発

行予足)マ雫知らせがあると思いますが、岳体県会終了横。会場

の道庁別館より大通ジ園西５丁目まです街パレード含行ないＪ

呪雨天哨場合μ中止となります慌各自で帽子や曰傘など･の

準備をして釆て下ｊい。

　

それぞれの部会毎に行なう分科会は

　

北大病院オ２内科の㈲

井正ぞ先生をお招さして医療講演会し昼食をとりながらの罷

取会を予定しています。

　

支都総会(7･活動報告(7･中でも小れまし八がし精々な病気や陣

害の異なる人達が諌ぼって組絨されている北海道難痢達巳。添

･ヽJ40～



動を共にずる二とが重要になってきています。そ科がなぜなのか、

仄荒には頭の痛くならなしヽ程度に真面目に考えマみＪせんか。

　

参加希望匹

漣絡して下さい。

　

大まかなスケジュールと会場、建移先等μ次(71通りで剰

Ｑ

■スケジュール

Ｓ
Ｓ
一

３１

13

16

1６

1６

1７

００

　

開場・受付

３０

　　　

全体集会
00

20

　

市街パレード

50

00

　

友の会交流会

　　　

（ビアガーデン）

■会

　

場

　　

＜全休集会＞

　　

＜分科会＞

●連絡先

道庁別館地下大会議室

北農健保会館特別会議室

〈札幌地区＞秋山のぷ子

＜北見地区＞加藤禎子

＜釧路地区＞渡部小夜子

＜函館地区＞扇田裕子

１０：００

11

1２

３

３

Ｏ

Ｏ

医療講演霜談会

懇親会（昼食）

札幌市中央区北３条西７丁目

札幌市中央区北４条西７丁目

　　　　　　　　

�0川261)3271

＜帯広地区＞山本和子

〈旭川地区＞高橋芳江

〈名寄地区＞藤田郁子

　

・ＷＷＷＷＷＷＷ－－ミミ＝‾＝･‾‾‾
ぽ一人でも恥MIさんに勧【】してじだμくため，

　

劾抑･μ交通費など紬印7をします，

　

－－－－－－－－－－－－

　

－－

　

－－－－

Ｏ事務局

■参加費用について（２日間参加される方のみ）

　　

＜宿泊費＞全額

　

会が負担します。

　　

＜交通費＞札幌市内の方は一律５００円

　　　　　　　

地方からの方は。旅費の半額を会が負担します。

　　

＜食事代＞29日の懇親会の昼食のみ会が負担します。

難申し込みの締切りは７月１８日です。

　　　　　　　　　　

-

９

～引ヽ，



なあ瑞~事務局力昌の畜知らせぬなあ
-6肥0日現在一

・今井

　

清三様20.000円

・河野通史椋20､000円

・佐川

　

昭精25､叩0円

・増田

　

武志誄25叩O円

・小林子イ# 6.380円

・小谷智代# 2.400円

・小野夕美子;f＼ 5.800円

農ぼ川がとうご乱ヽまし穴。

42～

＊ごI寄付いたださました．

・μ】峰禎子4

　

600円

・高橋

　

栄子携

　

4.3 00円

・宮田

　

慶子様

　

5.000円

・川尻康範# 15.000円

・小お

　

真智子糾

　

２９３円

．荒尾

　

みや子祥

　

2､500円

・高礦

　

芳江様

　

500円

＊新しく入会されμ方達？１．

・重富勢津子(5L£. S･3Jじ7生）

・輪島紀子（･S･*(£筋ｔ 527 2.3生）

・川村明美(SLE. S38.8.19生）

Ｑノ

ゝ

－ や
夭 裕置

　

(5LE. 549.3.17生）

・私尾

　

ス筏

　

（強皮症. SIO. 3､j5生）



・高橋

　

田美子

　

(SL£. S34-. 5. ＼2生）

・小竹智子

　

(SLE. SI6.に29生）

・高橋

　

栄子

．鈴木

　

スエ

　

防S、S3. 8.22生）

＊住所変更ｊれμ方達です．

借日野京子

Ｓ石井車代

恋葛西咲智子

lｔ中村信子

合井田美字

忿松本裕子

借安部淳子

１高野ﾄﾖ/

借棟鼻悦子

農,どうぞよろしくお願いしま竃

心ヽ



が傘あ幽と傘が幽き傘扉喘婆哺璋喘廓喘

　

x.りうばんばしNO.74しりヽが’でし八眠総会の報哲。お知

らせなど≒盛沢山どな。マしＪいました（どうか最蹟ま

でお読み下さ二

　

今回は、初めて行っ八相談会の祥子をお届けしょうど思

い、写真を入れてみまし几。夥心に先生に相談している雰

圈気を感じとってい穴だ:けまし八でしょうか。来年μ更に

衣いものを考えて糾けてので、皆さんのご意見。ご希望

お拷方しマおりま呪お忙しｕヽ診療の合uヽ闇にご協力い八

万ｊＪし八５人の先生に改めて感謝申し上げます。あり

がと｡-うごずぃました。

　

「オぼ回難病患者･障害若と家族の全道集会」は札幌で聞か

れます。記念講演は私達思者にとっマ今、最も身近かな。

そして関心のあゐ「インフォームド・コンセント」（十分

に情報を与えられ八までの同意）について７す。

　

私達思若にとっての異（刀「インフォームド・コンセント」

いま９

　

－緒に考えてみＪせんヵヽ。

　

暑ぐに向います。お伴大切に栗しい蔓を娠ごして下ｊい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

(は)
か幽扉味齢糾和幽扉り嫌味傘幽扉味か謳



　

編集人

　　

全国膠原病友の会北海道支部

　　　　　　　　　　　　　　　

編集責任者小寺

　

千明

　　　　　

5064札幌市中央区南４条西10丁目

　　　　　　　　

北海道難病センター内rm＼) 512-3233

　

発行人

　　　

北海道身体障害者団体定期刊行物協会

　　　　　　　　

北区北13条西１丁目

　　　

神原

　

義郎

昭和48年１月13日第３種郵便物認可ＨＳＫ通巻219号100円

いちばんErしNQ74平成２年７月10日発行(毎月１回10日発行)
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